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文責：校長 大内雅之

秋の一日 休日も北っ子は大活躍
先週末の土日は天候にも恵まれ、秋の行楽日和といった感じでした。新型コロナウイルス感染

症の感染者が落ち着いていることもあり、各地でイベント等も随分開催されたようでした。そん
な休日、北っ子も随所で活躍を見せてくれていました。

～第１１回 福幸祭～
６日（土）、安達ヶ原ふるさと村を会場に第１１回福幸祭が開かれました。このイベントは「明

るい未来に向けて、ＳＤＧｓの認知向上と推進、二本松少年隊の顕彰等」を目指していることも
あり、本校の剣舞クラブに参加依頼があり、出演となりました。これまで何度か発表の場はあり
ましたが、剣舞クラブの６年生にとっては最後の発表の場となりました。鎮魂の思いが伝わると
っても心のこもった剣舞でした。剣舞クラブの皆さん、お疲れ様。ありがとうございました。

～二本松市青少年健全育成推進大会～

６日（土）午後からは東和文化センターを会場に二本松市青少年健
全育成推進大会が開かれました。この大会は家庭・学校・ 地域が
一体となった活動を通して青少年の健全育成について理解と積極的
な参加を促そうという趣旨から開かれています。その中で、小学生
の代表による「家庭の日作文発表」や中学生の代表による「少年の
主張作文発表」も行われています。

「家庭の日作文発表」には、４年の鹿野佑兼さんが二本松の小
学生代表に選ばれ、堂々と発表しました。題名は「お祭り、大成
こう」。新型コロナウイルス感染症で楽しみにしていたお祭りか
中止になってしまったことをうけ、家族で手作りのお祭りを開催
したことを話してくれました。家庭・家族についてあらためて考
えるきっかけとなるようなとっても心の温まる内容でした。上級
生のお兄さん、お姉さんの中での発表であり、しかも、大人数の
観客の中での発表であり、かなりの緊張もあったことと思います。
本当にお疲れ様でした。

～都市公園清掃～
６日（土）朝６時３０分から霞ヶ城公園の清掃作業が行われました。この活動は、東日本大震

災の後、放射線の影響もありしばらく見送られてきた活動のようですが、今年度より再開となっ
たときいています。二本松各地区や団体の皆さんが集まり、公園内のゴミ拾いや落ち葉拾いを行
いました。学校からも５名の職員が参加しましたが、作業をしていると保護者の方と一緒に北っ
子の姿を何人も見かけました。朝早くから地域のボランティア活動に参加してくれて本当にお疲
れ様でした。また、子どもたちに声をかけ、体験させてくださっていた保護者の皆さん、＋αの
活動ありがとうございます。実体験は特に子どもたちの心に大きく刻まれます。

 

輝け！北っ子！


